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休診日

1・8・13・14・15・
22・29

午前診療のみ

6・11・20・27

★ 獣医さん紹介コーナー ★

◆お名前を教えてください

菊池将平と申します。

◆出身地はどこですか？

福島県郡山市です。

◆得意分野はなんですか？

よくエコー、レントゲンなど画像診断について勉強しています

◆今後力を入れていきたい分野はなんですか？

診察では多様な病気に巡り合うため、特定の分野というよりは広い範囲へ対応できる獣医師を目指

しています。

◆趣味特技はありますか

カメラと美味しいものが好きなので、昨年までは難しくなっていた旅行を沢山したいです

◆最後にひとこと！

皆様の大切な「小さな家族」の健康のため、日々精進してまいります。どうぞ宜しくお願いします。

湿気の多い時期は食品などの保存に気を遣いますよね。
わんちゃん・ねこちゃんのごはんやお薬も同様です。保存方法のポイントをまとめてみました。

ウェットフードは開封後なるべく早く食べきってく

ださい。残ってしまう場合は冷蔵庫で保管してく

ださい。1回分ずつラップにくるみ、冷凍すると長

持ちしますが、風味が落ちる可能性があります。

冷蔵なら1～2日、冷凍なら1か月以内に食べき

ることを推奨します。

ドライフードは原則常温保存です。冷蔵庫に入れ

ると結露しやすくなり、かえってカビの発生を招く

ことがあります。

錠剤・散剤は光や湿気に弱いものが多いため、

お菓子の缶などに乾燥材と一緒に保存しておく

のがベストです。基本的には、高温多湿を避けて

ください。特に体の小さい子ではお薬を分割して

処方するため湿気を吸収しやすいです。

目薬や液剤など一部のお薬は冷蔵保存する場

合があります。奥の方にしまうと凍結する恐れが

ありますので、手前側に保管してください。

ごはんの保存 お薬の保存
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